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 本研究は、真核細胞における分裂期に紡錘体を形成するた
めに重要な細胞内小器官として中心体が知られているが、こ
の中心体に依存的及び非依存的な細胞分裂期の紡錘体形成に
ついてその機構を解明することを主目的とし、さらに抗がん
剤開発などへの応用研究も目指している。 
中心体構成因子の微小空間における動態を時系列に沿って

解析し、数理モデルやシミュレーションにより中心体複製理
論を構築するアプローチに高い独自性がある。がん細胞では、
中心体非依存性の紡錘体形成によって細胞分裂が進行するこ
とから、紡錘体形成の多様な機序解明から、新しい作用機序
の抗がん剤開発が期待される。 

  
  


